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藁
の
取
止
め
に
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経
　
　
済

　
こ
れ
か
b
の
腿
藥
は
何
の
作
物
に
し

て
も
反
牧
を
上
げ
甘
帽
コ
ス
ト
を
引
下

げ
て
渉
止
り
の
割
台
が
よ
い
経
枯
で
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
先
ず
何
よ
り
耕
地
の

地
力
を
維
摺
塒
鴻
せ
し
め
る
こ
と
が
先

決
周
魑
で
あ
る
こ
と
は
巾
す
咋
で
も
な

い
縞
で
あ
る
。

　
先
般
の
小
組
合

長
会
並
び
に
経
済
委

員
会
で
も

E
上
げ
ま
し
た
如
く

政
府
に

於
て
も
此
の
点
に
泊
ぱ
し
ぴ
上
堀
獲
法

と
言
う

法
律
を
作
つ
て
随
励
レ
て
U
る

の
で
あ
り
t
す
。

　
そ
れ
は
刷
の
係
員
が
一
m
々
々
の
虫

珊
賦
眠
を
し
て
く
れ
て
そ
れ
ん
＼
の
処

方
笹
を
作
つ
て
施
肥
の
基
準
を
示
す
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
基
ひ
に
從
つ
て
施
肥

す
る
分
に
は
、
其
の
三
分
の
一
は
政
府

に
於
て
補
助
を
な
し
、
残
り
分
も
希
翅

に
よ
つ
て
陸
林
孤
鵠
n
玩
の
長
期
融
六

を
図
つ
て
＼
れ
る
と
臼
う
仕
組
に
な
つ

てS
る
の
で
氾
る
。

　
そ
う

す
る
こ
N
に
よ
つ
て
加
刀
は
め

ぎく
順
礁
し
、
嘔
か
に
｝
、
二
年
に

し
て
肥
料
代
W
の
助
尚
は
出
粥
る
と
口

う

の
が
今
遁
に
実
踊
し
た
地
方
の
現
W

の
姿
で
あ
り
ま
す
。

　
此
のm
巣
を
本
年
か
ら

本
村
に
も

ぜ

ひ
取
入
れ
た
い
と
思
い
交
渉
の
結
果
乖

に
そ
の
特
定
地
区
と
し
て
招
定
を
受
け

た
の
で
あ
り
法
す
が
肝
阿
の
地
兀
胸
家

の
皆
様
の
御
理
解
を
受
け
る
域
に
至
ら

ず
レ
て
潰
憾
な
が
ら
本
年
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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村

い
て
課

長

　
即
ち
各
小
絹
合
か
ら

の
中
込
は
意
外

に
少
く
人
員
に
し
て
西
か
に
十
六
名
、

延
反
別
に
し
て
三
町
七
反
四
畝
十
六
渉

に
し
か
及
ぱ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
法
し

て
、
法
の
示
す
一
画
汕
7
1
町
渉
は
お
ろ

か
村
を
一
円
と
し
て
も
資
格
が
な
い
の

で
あ
り
凌
す
。

　
地
区
と
致
し
ま
し
て
は
、
卒
原
、
段
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納
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績
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残
つ
た
人
は
、
納
期
を
忘
れ
た
、
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
数
の
人
丈
で
す
か
ら
、
取
り
怠
ぎ
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
し

て
、
完
納
者
に
、
負
け
な
口
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
ド
さ
い
。
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叉
、
納
期
が
、
悶
繁
期
で
あ
つ
た
に
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

か
1
わ
ら
ず
、
皆
様
の
特
別
な
御
協
力
W

G
・
硝
一
期
分
の
・
納
人
成
絹
は
・
徒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

坐
1
o
o
％
に
、
な
れ
な
か
つ
た
小
組
＾

合
造
完
納
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
加
へ
て
も
、
基
随
握
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　l

の
引
上
げ
’
p
、
大
部
分
の

股
家
は
、
㎜
年
よ
り
流
額

に
な
り
激
し
た
が
、
一
問

所
1
5
κ
⑲
、
高
願
所
得
者
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一

は
、
反
対
に
埆
額
と
＃
り
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佳
民
登
録
届
出
励
行
週
間
に

よ
せ
て
【

ヒ
月
一
臼
は
任
口
欝
録
法
が
施
U
注
れ
　
名
瀬
の
朋
製
弘
令
兄
田
の
朋
充
又
居
住

て
か
ら

二
川
年
に
な
D
ま
す
o
こ
の
磯
一
証
明
扶
巡
航
明
宵
の
硝
行
、
民
止
汎
務

会
に
法
肪
省
に
於
て
は
一
日
よ
り
七
日
．
そ
の
他
の
冷
務
の
基
碓
π
料
と
し
て
利

固
定
責
穐
悦
卵
一
期
分
の
、
現
在
納

入
成
績
は
、
九
六
、
六
％
で
す
。

あ
と
一
且
で
、
固
足
資
詣
挽
も
村
民

穐
も
、
1
O
O
％
に
な
る
と
こ
ろ
で

快
様
の
御
協
力
を
感
蹴
い
た
し
て
3
3

り
i
す
o

窪
突
饗
く
務
め
謡
が
袈
得
バ
隈
黎
合
・
も
多
嵩
と
や
ら

御

挨

拶

　
　
　
　
馨
所
迫
田
時
雄

　
田
代
の
皆
さ
ん
此
の
度
命
に
よ
り
ま

し

て
北
姶
良
刑
区
簿
察
κ

（姶
良
郡
横

川
町
）
に
行
く
事
に
な
D
ま
し
た
。
長

い
間
臼
々
と
御
世
凸
柊
に
た
り
ま
し
た

ま
し
た
の
も
田
代
村
の
皆
さ
ん
の
御
協

力
と
御
援
助
の
た
達
も
の
と
深
く

感
謝

致
し
て
居
り
ま
す
。
而
し
ふ
つ
つ
か
者

の
昂
と
て
ロバ

田
代
村
に
居
た
と
い
う
だ

け
で
何
⑤
こ
れ
と
云
う

ぺ
雪
仕
m
も
な

さ
ず
田
代
村
の
爲
に
つ
く

し
1
9
な
か
つ

た
m
を
御
わ
び
巾
し
上
げ
ま
す
o
で
も

何
時
叉
ど
こ
で
会
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん

今
後
共
ど
う
卍
御
み
す
て
な
く
よ
ろ
し

く

御
願
い
致
し
詑
す
。
筒
今
度
行
き
ぼ

す
と
こ
ろ
は
妙
臼
ラ
ム
ネ
或
は
国
立
公

岡
の
鹿
烏
温
泉
等
沢
山
あ
る
と
こ
巧
で

す
か
ら

お
い
で
の
時
は
御
立
寄
り
下
さ

い
，
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よ
う
な
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頴
で
を

『住
民
書
口
同
出
励
朽
迎
間
』

と
し
て
全
川
ド
亘
つ
て
各
稲
碑
問
を
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

川
し

し
口
鯉
活
醐
が
更
備
さ
れ
る
こ
と

に
ム
つ
て
居
り
嘆
す
o
こ
＼
に
時
口
を

蘂
警
ん
6
爵
に
対
す
R
E
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　
　
一

心
を
問
一
暦
深
め
ら
れ
届
出
を
励
行
さ

れξ
嬢
致
・
琴
．
【

住
民
習
傾
制
陛
は
皆
さ
ん
も
既
に
御
承

知
の
通
り
村
の
任
民
ん
る
鷲
格
を
萄
す

る
古

な
庄
民
頭
に
轡
傾
し
咀
確
に
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
±

お
v
t
i
　
の
N
v
あ
っ
て
、
二
の
住
民
唄
に

h
つ
て
皆
さ
ん
の
仕
所
、
氏
名
、
版
釘

一

ncl
g
等
が
－
s
つ
　
“
’
り
l
！
t
れ
r
，
の
で
あ
り

マ
ナ
．
こ
の
臣
捲
よ
つ
て
翠
人

S

　
辺
志
切
楠
ノ
遡
、
辺
志
切
四
本
松
、

　
辺
志
切
佐
床
、
上
ノ
原
堂
ノ
後
、
上

　
ノ

原
、
永
山
、
観
臼
馬
場
、
等
が
少

し

つ
つ
申
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
局
に
於
て
も
昨
E
か
ら
本
村
士
鯉

の
マ
ン
ガ
ン
欠
乏
に
つ
い
て
脂
菜
賦
験

場
の
検
査
を
お
願
レ
て
あ
り
ま
す
し
、

伺
若
干
研
究
の
余
地
も
あ
り
ぎ
す
か
ら

麗
に
よ
く
愉
蔚
し
て
來
年
実
施
の
祖
に

な
り
注
し
た
な
ら
ば
、
N
に
鶏
絡
し
訣

す
か
ら
御
承
知
下
さ
い
，

　
折
角
巾
込
を
さ
れ
た
描
裾
的
な
迎
取

的
な
皆
楼
に
対
し
以
上
恥
間
を
巾
遡
ぺ

て
お
祀
川
上
ぐ
る
次
閉
で
あ
り
ま
す
。

袈
紮
宅

曽
手
元
三
⊥
ほ
臣
天

編
詰
c
考
必

孔
々

は
常
に
お
万
の
任
所
を

『は
つ
ぺ

り
』
さ
¢
て
お
巻
、
そ
の
士
台
の
上
に

騙
ぽ
懸
謬
纏
舗
牡
理

l　
v
C
　
S
K
a
j
う
の
で
あ
り
ヰ
す
。
住
民
票

巽
9
、
I
V
こ
で
認
が
鍔
さ
旦

ね
げ
な

り
憤
ぼ
ん
。
そ
れ
が
爲
に
は
、

村
民
の

一
人
l
人
が
且
民
郡
殻
の
趣
旨
一

崇
脈
嬬
疏
○
い
報
蠕
塞

俵
所
の
題
鋤
が
栖
つ
て
か
鳴
人
鳴
居
の

届
出
塩
怠
り
、
輌
出
者
が
あ
つ
て
も
靱

出
先
に
於
て
輔
入
届
を
し
な
か
つ
た
り

叉
世、

櫓
主
の
蝿
動
新
世
堺
籾
殴
け
て
も

砲
坦
届
を
怠
る
蝿
合
は
仕
民
や
μ
燕
の

止
硫
件
を
塑
む
こ
N
は
出
來
苛
い
の
で

あ
D
マ
す
o
ひ
い
こ
は
こ
の
胡
度
の
荏

ら
ず
届
出
を
実
行
し
て
ト
さ
い
。

欠
ぎ
の
場
ヨ
に
は
必
9
ず
仕
毘
費
鰍
の

届
出
を
し
て
下
百
い
。

一
、

躍
囎
入

　
巾
市
は
町
村
の
区
域
内
か
ら
乙
市
遡

町
村
の
区
域
内
に
庄
所
を
変
口
し
た
場

合

で
あ
つ
て
、
こ
の
場
台
に
は
乙
市
区

町
村
の
市
遭
町
村
役
場
へ
鴨
入
届
を
し

な
け
れ
げ
な
り
註
世
ん
。

二
、
輌
居

　
同
一
市
沮
町
打
の
区
域
内
で
且
断
存

一

兜
坦
し

た
場
臼

C
、
こ
の
口
は
そ
の
市

　
七
月
は
、
臼
鳴
田
禰
頭
税
の
納
入
で

　
今
年
か
ら
は
、
一
つ
に
合
輝
さ
れ
て

　
一
回
に
納
付
す
る
こ
N
に
な
り
ま
し

た
の
で
通
知
し
法
す
o

昭
和
二
九
年
皮
村
民
穐

兜
一
期
分
納
税
成
績
麦

65
落
名

（
二
九
、
六
、
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一
〇
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納
人
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工
蕊
駝
霧
圭
と
§

　
　

の
変
腿

　
仕
所
の
変
醐
な
く
世
．
田
主
が
変
但
し

世
僧
才
と
の
続
情
が
変
垣
レ
た
場
臼
、

叉
は
徒
前
の
世
僻
を
離
れ
て

あ
ら

R
に

世
粥
を
設
け
或
は
他
の
世
硝
に
入
つ
た

よ
う

な
塒
17

に
の
坦
届
を
す
る
こ
と
。

亙藷
由
な
く
し
て
占
・
以
内

［
に
届
出
を
し

な
い
場
べ
］
に
は
ガ
百
円
以

下
の
過
料
に
処
止
ら
れ
ま
す
か
ら

注
慧

し
て
ド
さ
い
。

寄
檜
図
書
紹
介

　
此
10
度
、
公
民
館
図
邸
郎
の
充
実
を

図
る
随
に
、
次
の
方
々
が
左
記
の
よ
う

π
図
円
在
御
鴇
贈
卜
六
い
守
し
た
の
で

紙
上
を
も

つ
　
Y
御
紹
介
中
し
上
げ
ま
し

て
、
厚
孔
に
対
し
t
泣
口
の
間
社
な
声
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利
役
握
に
呵
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届
瘡’

し
fi

P
れ
ぱ

費

税

　
穐
法
が
改
正
さ
れ
て
、
四
月
か
ら
、

『た
ば
こ
消
麹
税
』
が
、
村
悦
に
な
つ

て
聯
妊
公
凪
か
ら

納
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
四
月

分
は
1
0
1
1
］
、
0
八
o
円

　
万
月
分
は

八

九
、
七
1
O
円

で
、
年
額
二
〇
万
円
位
の
口
込
に
な

り
f
f
す
。

　
こ
の

『た
ば
こ
潤
四
視
』
は
、
田
代

村
で
小
門
さ
れ
た
金
額
の
、
約
八
分
七

阻

『
一
一
訂
分
の
一
〇
』
を
、
諏
t
r
“
公

肌
か
ら
、
阿
月
納
悦
さ
れ
る
の
で
す
。

し
凌
す
。
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シ
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学
生
論

咽
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新
聞
爾
哩
紙
m
の

七
＋
欝
年

ほ
＼

笑
む
心

孤
石
全
堤
総
索
引

　
　
臼
泓
斉
彬
公
博

　
臼
88
斉
彬
公
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右
同

宰
醒
の
探
求

人
間
の
止
ぷ
方

1
b
O
万
円

　
こ
れ
か
ら
御
n
に
、
村
外
に
出
る
問

は
、
必
ず
、
田
代
の
小
蘭
店
v
t
J
　
r
a
N
ぱ

こ
』
を
旦
い
込
ん
で
、
村
外
で
岡
わ
な

い
よ
う

に
す
る
S
J
と
が
・
ご
…
：

　
愛
煙
家
の
‖
‖
・
愛
郷
ー
牡
村

に
な
る
わ
け
だ
と
、
脈
わ
れ
寂
す
o

　
　
　
e
v
w
N
　
A
…

昭
和
二
九
年
分

所
得
税
に

つ
い

て

　
今
回
断
得
侮
法
の
改
止
で
從
架
の
『

予
定
川
告
納
機
制
陛
u
が
e
d
予
定
納
税

制
度
e
に
か
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
去
年
の
史
肺
に
恭
く
碗

閑
の
三
分
の
一
つ
＼
瀞
ヒ
月
と
十
1
月

に
納
悦
す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
穐
務
占
で
は
沮
年
分
の
所
1
9
金
願
に

基
号
、
納
付
す
ペ
ペ
穐
姻
を
六
月
十
7
1

日

箔
に
納
穐
者
に
通
知
し

決
す
か
ら
、

こ
の
通
知
に
よ
つ
て
F
一
期
分
を
七
月

一
日

か
ら
同
月
、
1
1
1
　
I
　
M
f
f
で
に
お
忘

れ
な
く
納
税
し
て
下
さ
い
。

　
な

お
嚇
鵡
の
廃
笑
、
休
止
、
天
災
、

火
災
、
認
鄭
、
景
気
不
振
咋
で
今
年
の

所
19
が
昨
年
よ
り
癌
し
く
滅
る
よ
う
な

人
は
バ
月
l
日
の
現
況
に
よ
り
、
巾
告

納
穐
見
樋
願
を
計
質
し

て

r予
足
納
穐

額
減
額
中
箭
再
』
を
；
（
月
1
1
1
十
日
ま
で

に
提
出
し

て
税
務
署
の
承
田
を
得
た
ロ

れ
ぱ
な
り
k
い
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す

で
見
樋
ρ
O
笛
合
、
扶
養
控
除
と
基
礎

控
除
の
台
訓
聞
以
上
の
所
得
が
あ
る
人

や
、
去
年
よ
D
大
分
所
得
が
禰
ズ
そ
う

な
人
は
、
七
月
三
一
日
ま
で
に
予
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
『
予
定
納
税
額
故
額
申
硫
酷
巳
の
用

紙
等
は
税
務
朝
に
肋
え
て
あ
り
ま
す
。

　
な

お
不
明
の
点
は
税
務
署
へ
お
間
合

せ
下
さ
炉
。
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農業

新
委
員
の
任
期
は
三
年

　
　
委
員
の
定
数

　
　
　
十
人
か
ら
十
引
人
の

　
　
　
間
で
町
村
の
條
例
に

　
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

遡

挙

権

　
昨
N
十
二
月
一
日
現

　
在
に
て
旧
製
い
た
し

　
ま
し
た
腿
塾
委
員
会

　
委
員
咽
準
人
名
池
に

　
で
孜
さ
れ
て
い
る
人

候

禰

者

　
題
栖
日

に
て
渦
二
十

　
才
の
も
の
で
一
反
渉

以
上
の
耕
作
者

右
の
外
く

わ
し

v
は
田
代
村

題
基
管
却
委
員
会
に
お
問
合

せ

下
さ
い
o

〉
ハ
ー
、
～
ー
ー

－
・
審
査
を
絡
え
て

今年の春堆肥
　
堆
肥
の
堀
砲
に
つ
い
て
は
、

今
更
巾
す
ま
で
も
あ
り
注
せ
ん

が
、
夫
る
9
1
月
下
旬
叉
施
い
氾

レ
ま
し
た
、
昭
和
二
十
九
年
度

の
、
春
増
肥
審
査
結
果
は
、
極

め
て
良
好
と
、
云
ズ
る
で
あ
り

詑
し
よ
う
。
総
楢
垣
を
昨
年
岡

期
と

比
艘
い
た
し
設
す
と
、
一

六

パ
、
o
O
o
質
余
の
綱
瀬
と

美
臼
難
畠
を
す
る
胎
が
三
今
か
ら
葛
覆
に

か
三
人
で
、
歪
吉
百
ω
現
旦
す
． 版

り
窯
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
紺
合

え
ワ
　
ヶ
　
ピ
　
　
タ
　
コ

別
に
比
鞍
い
澄
し
ま
す
と
、
昨
年
同
期

よ
り
減
じ
た
小
絹
L
口
が
、
四
小
組
合
、

た
い
し
て
珂
加
し
＃
か
つ
た
小
絹
合
が

七
小
組
合
も
凸
D
、
賊
に
遭
憾
に
存
じ

ザ
す
。

　
次
に
、
存
川
肥
の
み
を
、
村
振
興
大

会
地
肥
成
絹
拭
点
力
払
に
把
じ

て
互
点

し

に
成
絹
を
、
姻
げ
て
み
ヰ
し
た
。
成

碩
が
向
上
し
た
と
は
巾
し
ま
レ
て
も
、

耕
作
反
別
一
反
渉
当
り
の
仙
m
は
、
伴

な
も

の
で
あ
り
亨
す
。
郎
ち
反
当
櫨
願

一
〇
〇
貫
以
上
の
小
絹
合
は
一
［
小
組

禽
、
二
〇
〇
貫
以
上
は
仲
か
、
三
小
相

合

だ
け
で
あ
り
5
す
。
日
穿
一
戸
当
楢

懐
一
鍋
以
上
の
小
組
台
も
蝕
か
、
二
小

組
臼

の
㌫
で
あ
り
凌
す
。

　
田
舶
も
幣
り
ま
し
た
今
日
、
秋
堆
肥

に
9
、
う
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と
桐
売
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近
づ
く
火
星
（
七
月
二
旦

　
　
『
火
星
が
近
づ
い
て
來
た
n
『
と
聞

　
く
と
、
何
だ
か
知
能
の
と
て
も
発
達
し

　
た
蛆
入
週
の
櫟
な
火
星
人
部
除
が
、
新

兵
器
を
も
つ
て
今
に
も
地
球
攻
略
に
來

　
る
か
め
如
く
、
少
年
の
頃
は
あ
の
無
気

味
な
紅
い
色
と
共
に
恒
異
な
晒
に
う
た

　
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
　
火
星
は
直
径
が
地
球
の
㊤
分
し
か
な

　
く
、
地
球
の
す
ぐ
外
側
に
あ
つ
て
太
陽

の
周
囲
を
法
わ
つ
て
い
る
外
遊
担
の
一

　
つ
で
す
が
、
火
星
か
ら
太
陽
迄
は
地
球

太
陽
間
の
炉
離
（
約
一
徽
ぬ
午
万
豹
で

之
を
一
天
文
堅
W
と
い
う
）
の
一
倍
㊤

　
つ
駿
り
一
・
π
天
叉
寵
位
な
の
で
、
太

陽
熱
を
受
け
る
m
は
地
球
の
四
剖
し
か

な
く
、
麗
で
も
大
変
涼
レ
い
世
界
ら
し

く
凹
わ
れ
頃
す
。
火
泉
の
一
臼
は
地
球

よ
り
も
約
1
1
1
七
分
長
い
だ
け
、
又
口
呵

一
舳
の
傾
注
は
二
四
度
（
川
昧
は
二
三
度

㊤
）
、
火
婦
の
一
年
は
六
八
七
日
、
昼

夜
の
交
代
、
四
李
の
移
り
変
り
な
ど
地

球
周
様
に
繰
返
さ
れ
染
す
。
火
増
圃
で

は
、
両
極
地
方
を
除
巷
殆
ん
ど
巾
天
も

級
入
も
な
く
鶏
日

快
晴
つ
づ
吉
、
さ
ぞ

住
心
地
の
よ
い
世
界
の
楼
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
酸
素
は
頒
球
の
一
茄
％
、
水
蒸

気
は
K
％
、
反
対
に
※
酸
ガ
ス
、
メ
タ

ン
ガ
ス
、
曇
等
が
多
く
、
た
と
い
下

等
な
樋
物
は
あ
D
得
て
も
、
匹
念
乍
ら

動
物
は
住
み
得
な
り
世
界
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
o

　
火
星
は
赤
味
が
か
つ
た
樺
色
の
瑞
漠

と
し
た
大
卒
原
で
、
そ
の
四
割
五
く
は

沼
地
で
頃
選
鏡
に
は
脊
昧
が
か
つ
た
灰

色
の
班
点
や
線
臥
に
見
ズ
訣
す
。
之
を

一、
八
七
七
年
伊
太
利
の
天
蕃
音
ス

キ
ヤ
パ
レ

リ
が
湖
河
だ
と
欝
い
だ
し
、

そ
の
後
米
国
の
天
交
学
者
－
〈
　
p
t
シ
パ
ル

ロ
”
ウ
エ
ル
敏
揮
も
之
を
陥
田
、
こ
ん

な
に
立
派
な
掘
河
が
四
通
八
摺
し

て
い

る
以
上
、
火
星
に
は
余
据
知
能
の
迎
ん

だ
人
桐ー
火
担
人
が
住
ん
で
い
る
に

山

界
を
あ
げ
て
I
大
セ
ン
セ
イ
シ
m
ン
を

描
き
起
し

た
の
で
し
た
。
近
く
は
央
人

ウ

ェ
ル
ズ
の
書
い
た
『
火
星
人
理
楽
』

と
い
う
科
学
小
競
を
、
南
米
エ
ク
ア
ド

ル
市
で
放
逸
劇
と
し
て
放
捨
レ
た
と
こ

ろ
、
市
民
は
本
当
か
と
思
つ
て
騒
ぎ
出

し
放
逸
局
に
な
ぐ
り
込
み
を
か
け
た
と

い
う
笑
、
ズ
な
い
珍
牢
も
起
ぎ
た
緯
な
の

で
す
。
然
レ
今
日
で
は
火
星
人
の
存
在

を
信
ず
る
人
は
恐
ら
く
据
ま
す
ま
い
。

　
火
星
に
は
月

ハ衛
星
）
が
1
1
っ
あ
り

ぼ

す
。
一
つ
は
フ
オ
ボ
ス
と
い
つ
て
臨

径
＝
ハ
粁
、
火
星
の
四
か
ら
昇
り
一
日

に
三
回
位
火
題
准
廻
る
と
い
う
変
っ
た

代
物
。
も
一
つ
は
デ
イ
モ
ス
、
聞
仔
八

粁
、
こ
れ
は
東
か
ら
昇
り
、
火
昂
を
一

回
靱
す
る
の
に
l
　
1
：
余
D
も
か
か
り
ま

す
。
火
堀
の
捉
で
こ
の
か
わ
い
い
月
が

一
っ
は
東
か
ら

の
ろ
の
ろ
と
、
姐
は
四

か
ら

臼
ぎ
尾
に
行
弓
交
う
風
変
り
Q
光

斑
を
御
想
像
下
さ
い
。
火
星
の
別
名
は

マ
ー
ス
、
之
は
品
々
し
い
披
肺
の
名
で

右
二
つ
の
衛
担
は
共
に
軍
帥
マ
ー
ス
の

血
に
う
え

ん
山
ド
の
名
で
、
共
に
『
恐

怖
』
と
い
う
激
味
だ
モ
う
で
す
。

　
地
球
の
様
に
火
鱈
に
も

赤
道
や
南
北

両
極
が
品
り
i
す
。
赤
氾
附
近
が
一
番

勝
た
か
く
、
と
い
つ
て
も
日
巾
よ
う
や

く

摘
民
十
度
か
I
］
十
度
位
。
朝
夕
夜
間

に
は
舟
激
に
冷
・
て
ま
す
。
両
極
地
方
は

冬
季
等
随
分
G
ズ

て
霜
や
氷
が
は
る
ら

し
く
、
極
地
に
白
斑
が
見
ヌ
ま
す
。
之

を
極
冠
と
呼
ん
で
い
諸
す
。
昭
和
二
七

年
二
月
1
日
ロ
ン
ド
ン
で
傍
受
し
た
時

の
モ
ス
ク
ワ
放
捨
は
、
　
r
火
星
に
大
吹

鯉
が
起
き
て
e
る
』
と
し
、
筒
之
は
ソ

沌
ハ
リ
コ
フ
天
文
台
の
観
測
に
ょ
る
も

の
で
、
之
は
ソ
蝸
天
文
学
の
．
新
し
い
大

成
功
だ
と

報
じ

た
も
の
で
し
た
。
然
し

　
　
　
ら

曰

く
に
も
熱
心
に
観
測
を
続
け
て
い
た

人
が
い
ま
し
た
。
火
担
研
究
家
と
し
て

有
名
な
大
阪
飛
気
科
学
簡
天
叉
部
の
佐

相
蹴
な
い
と
佃
唱
し
だ
し
た
の
で
、
世
一
伯
恒
夫
氏
（
東
亜
天
文
学
会
火
培
課
捉
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t
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　　　　座
談
に

や
め

た
い

十
項

ユ
、
お
か
し
く
も
な
い
の
に
人
の
顔
●

　
見
て
1
1
ヤ
く
笑
う
こ
と
。

2
、
少
し
気
に
入
ら
な
い
と
ぷ
ん
と
し

　

た
顔
に
な
る
こ
と
。

I3
、
夘
つ
た
か
ぶ
り
の
む
r
か
し
S
外

　
国
謂
等
を
む
や

み
に
艇
う
こ
と
。

4
、
頭
を
下
げ
て
預
を
か
く
し
上
眼
つ

　
か

い
に
人
の
剤
を
チ
ラく
と
俘
へ

　

見
る
こ
と
。

5
、
風
7
1
を
す
す
り
あ
げ
る
こ
と
。

G
、
足
や
腰
を
鰭
り
通
し
ゆ
す
る
こ
と

二
〆
、
豊
の
髪
望
に
か
け
る
こ
と

8
、
ア
ク
ピ
を
す
る
こ
と
o

9
（
い
つ
ま
で
も
話
し
こ
ん
で
尻
長
く

　
す
る
こ
と
。

1
0
、
話
を
き
＼
な
が
ら
わ
き
口
を
す
る

　

こ
と
。

正

彦

）
が
そ
の

I人
で
、
当
時
早
速
同
二
月

七
日
、
『
私
は
こ
の
現
象
を
一
月
六
日

か
ら

二
月
六
日
迄
も
う
一
ケ
月
観
測
レ

て
お
り
、
規
摸
は
大
き
い
が
季
節
的
現

象
に
遍
ぎ
な
い
』
と
、
ソ
祖
天
文
台
の

大
げ
さ
な
発
表
を
反
論
し

て
興
味
を
ひ

い
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
こ
二
五
年
以
内
に
火
培
旅
行
が
実

現
さ
れ
る
だ
ろ
う
ー
と
次
の
僅
な
研

究
発
表
が
、
既
に
昭
和
二
六
年
の
秋
ロ

ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
閲
二
回
天
交
学
国

際
会
醜
の
鵬
上
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『旅
行
期
間
は
出
発
削
の
越
欄
に
八
ケ

月
、
そ
れ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
で
火
塁
迄
往

似
二
年
と
二
三
力
日

か
か
り
、
麹
用
も

勿
論
桐
当
多
駅
に
上
る
が
、
今
屯
め
て

い
る
川
取
媚
酎
㎞
の
鐙
用
に
比
べ
れ
ぱ

何
で
も
な
い
o
　
（
中
略
）
だ
か
ら
地
球

の
衛
星
で
距
離
も
一
番
近
い
月
（
と
い

つ
て
も
片
道
四
o
万
粁
、
十
万
里
）
へ

の
旗
行
等
は
間
も
な
く
安
全
な
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
ー
』
と
遮
ぺ
凌
し
た
。
そ

し
た
ら
之
を
聞
い
た
英
国
人
五
、
o
o

o
人
が
、
皐
速
最
初
の
ロ
ケ
ツ
ト
の
座

席
の
予
約
を
申
込
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

以
築
既
に
二
年
㊤
、
各
国
天
文
学
者
が

科
学
陣
を
総
動
員
し
て
着
々
準
備
や
研

究
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
火
星
に
行
つ
て
研
究
す
る
に
は
ま
だ

永
い
年
月
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

球
に
近
づ
い
た
火
畢
を
観
鯉
す
る
よ
9

外
に
道
は
な
さ
そ
う

で
す
。
火
星
の
軌

道
は
地
球
の
よ
9
も
大
分
橘
円
形
を
し

て
い
る
の
で
、
七
八
〇
日
（
二
年
と
五

o
日
）
位
毎
に
期
球
が
火
扇
を
過
い
ぬ

舎
法
す
。
乙
の
現
象
を
接
返
と
い
い
ま

す
o
火
担
の
五
日
点
は
地
球
が
八
月
T
1

訥

H
頃
而
る
方
向
に
あ
る
の
で
、
そ
の

頃
扱
山
川
張
れ
ぱ
一
格
山
つ
く
こ
と
が

vvvv圭嬬の手帳
AAAA
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…
…
…
利
用
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

近
頃
は
随
分
沢
山
の
家
庭

　
　
　
　
で
山
羊
乳
を
飲
設
れ
て
お
り

ま
す
。
山
羊
乳
は
非
常
に
栄
獲
咽
の
高

　
　
のい
も
の
で
、
蒋
に
蝦
口
質
、
胴
肪
が
迎

宮
に
含
決
れ
て
お
り
ま
す
o
山
羊
乳
は

そ
の
ま
、
欣
用
に
も
さ
れ
ま
す
し
、
副

食
、
お
八
っ
等
に
も
色
々
利
用
廻
旧
が

廣
範
囲
で
あ
D
ま
す
。

　
山
羊
乳
は
蛋
白
質
、
脂
肪
が
多
い
の

で
成
長
発
湾
期
の
子
供
に
は
是
非
必
題

な
も
の
で
す
。
又
病
人
食
離
乳
食
に
も

な
く

て
は
な
ら

ぬ
も
の
で
あ
り
定
す
。

家
庭
に
あ
る
材
料
を
艇
っ
て
二
、
三
あ

げ
て
み
ま
す
た

お
八
っ

（
さ
っ
凌
芋
と
山
羊
乳
の
ク
リ

　
　
ー
ム
パ
p
t
r
－
）

　
材
料
　
さ
つ
ヰ
芋
四
、
的
個

正砂山油
油拙乳

大
些
杯

一合
少
々
少
々

　
作
り
方

　
一
、
さ
つ
ま
芋
は
慕
し
て
つ
ぶ
し
油

　
　
で
充
分
い
た
め
、
山
イ
乳
を
入
れ

　
　
砂
糖
、
正
池
で
瞭
を
つ
け
ね
り
上

　
　
げ
る
o

ド
ー
ナ
ツ

材
料

小
衰
粉
　
コ
ツ
ブ
一
杯

80
　
　
二
分
の
一
個

フ
ク
ラ
シ
粉

少
々

砂
　
栴
　
大
肌
三
杯

油
　
　
宥
句

　
　
　
　
山
羊
乳
　
コ
ツ
プ
㊤
分

　
作

D
方

　
一
、
小
麦
粉
と
ふ
ぐ
ら
し
粉
を
ま
ぜ

　
　
る
o

　
二
、
山
亡
乳
に
砂
糖
、
卵
を
よ
く
ま

　
　
ぜ
含
す
o

　
竺
、
全
部
を
腕
く
混
合
し
、
か
た
目

　
　
に
合
せ
厚
さ
一
セ
ン
チ
位
に
う
す

　
　
く
の
ば
し
茶
碗
で
愉
型
に
く
り
ぬ

　
　
逮
煮
立
つ
た
油
で
弐
つ
ね
伯
に
揚

　
　
げ
る
o

　
四
、
砂
糖
を
ま
ぶ
す
o

獲
の
マ
ヨ
ネ
ー
ヅ
（
和
え
も
の
）

材
料

小
祷

　
　
　
酢

　
　
　
卵

　
　
　
旧
羊
乳

大
別
s
杯

大
馳
二
杯

l個小匙
｝
杯

二
合

　
作
り
方

　
　
　
　
も

　

一
、

卵
葎
ポ
ー
ル
に
ほ
ぐ
す
。

　
二
、
小
麦
粉
を
山
羊
乳
で
と
か
し
、

　
　
卵
の
ほ
ぐ
し
た
も
の
を
入
れ
弱
火

　
　
に
か
け
て
凌
ぜ
る

（の
り
秋
に
な

　
　
る
癌
）

　
1
1
1
、
塩
、
砂
拙
、
酢
を
分
搬
だ
け
入

　
　
れ
て
冷
や
す
o

　
四
、
冷
や
し
て
か
ら
胡
瓜
．
ト
マ
ト

　
　
キ
ヤ
ペ
ッ
、
茄
で
馬
鈴
轄
等
入
れ

　
　
て
和
ヌ
る
。

以
上
三
相
は
作
り
方
も
簡
取
で
す
か
ら

閲
ど
〔
．
作
り
詑
し
よ
う
。

出

辮
珪
す
。
反
対
に
二
月
下
旬
頃
遠
日

点
附
近
で
接
競
す
れ
ぱ
、
一
億
粁
位
に

な
り
ま
す
。
　
（
前
者
は
K
万
田
千
粁
）

八
月
前
後
に
接
近
す
る
時
之
を
大
接
近

と
い
い
、
十
五
乃
至
十
七
年
口
毎
に
助

れ
ま
す
o
こ
の
前
の
大
接
近
は
一
、
九

四
一
年
（
昭
和
ナ
六
年
十
月
）
で
、
こ

瓢註
鳩
賠
↑
ジ
品
諮
編

に
迄
接
近
し
、
明
る
く
大
き
な
火
星
が

見
ら
れ
ま
し
よ
う
が
、
今
年
の
七
月
二

i

日
も
十
三
年
振
g
の
大
接
近
と
い
つ
て

　い
い
位
の
接
近
で
；
約
六
、
四
〇
〇
万

打
迄
近
づ
き
枝
す
。

　
本
年
七
月

n
日

の
火
星
は
、
夜
の
八

碍
か
九
鱒
頃
保
南
の
座
に
眞
紅
の
雄
姿

を
見
せ
て
く

れ
i
す
。
質
倍
位
の
小
認

遼
鏡
で
も
、
肉
眼
で
見
る
胸
月
位
の
大

営
さ
に
見
ズ

る
幣
だ
と
い
う

か
ら
素
哺

し
い
で
す
。
月
令
は
1
）
で
図
の
岡
夜
、

梅
雨
も
あ
が
つ
て
㊤
夏
生
、
紹
好
の
機

一　qK
だ
A
L
’
い
i
t
〈
i
　
．
）
よ
う
。
光
鯉
は
マ
イ

保
育
所
の
開
設
を
取
止
め
た
こ
と
等
に
つ

　
　
今
朝
（
六
月
二
十
1
1
1
日
）
　
g
ラ
ジ
オ

で
放
途
さ
れ
た
、
肚
会
び
蒙
で
名
高

い
久
永
光
一
氏
と
、
縣
の
見
語
耐
司

の
方
と
の
対
談
で
も
、
幼
克
敢
育
の
田

要
性
が
稲
調
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
ま
し

た
。
　

話
の
嬰
点
は

一
、

親
の
な
を
ざ
り
が
子
供
を
不
良
化

　

に
趨
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
　
晒
い
家
庭
は
子
供
を
不
n
化
さ
止

　
る
。

三
、
無
理
解
は
子
供
の
不
良
化
へ
の
原

幽曇ギ
あ
り
ま
曇
虹

の
放
逸
を
聰
い
て
居
て
、
特
に
心
に
強

く
翻
い
起
こ
と
は
’
渦
虫
に
於
て
孔
々

日

本
人
は
、
子
伝
を
教
百
す
る
の
に
、

品
も
大
醜
な
幼
兄
の
時
代
は
聖
あ
ー
、

と
旨
つ
て
な
か
ざ
り
に
し
て
雌
）
て
、

子
供
が
大
弓
く
な
つ
て
物
心
が
つ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

l

目

分
の
判
断
力
に
基
い
て
行
鋤
す
る
よ

う

に
な
っ
て
か
ら
、
あ
S
だ
こ
う
だ
と

喧
し
く
言
う
も
の
だ
か
ら
、
子
供
は
段

々
親
の
意
見
に
不
服
を
感
ず
る
よ
う
に

な
D
、
つ
い
脇
蝿
に
そ
れ
て
行
く
よ
う

に
＃
つ
て
し
ま
う

か
ら
’
大
営
ぐ
な
っ

て
か
ら
は
哨
ま
し
く

智
は
な
く
て
も
良

い
よ
う

に
、
品
も
効
梁
の
あ
が
る
幼
見

の
時
代
に
、
正
し
い
頗
と
教
百
を
施
し

て
置
く
必
嬰
が
あ
る
と
百
う
こ
と
で
あ

り
決
し
た
o

　
　
r
三
つ
児
の
魂
（
た
ま
し
い
）
口
ま

で
i
と
窟
う
目
葉
も
、
四
洋
か
ら
最
近

轍
人
さ
れ
た
歯
葉
で
は
な
く
、
レ
ツ
キ

と
し
て
昔
か
ら
日
本
に
存
在
し
た
告
葉

で
あ
り
ぼ
す
。

　
三
つ
兜
閂
代
の
魂
が
其
の
人
の
一
生

を
支
配
す

る
、
ε
翼
を
か
ヌ
て
百
え
ぱ

将
來
立
派
な
人
間
に
な
る

人
は
幼
年
時

代
に
立
派
な
魂
が
パ
は
れ
た
人
で
あ
る

戸

琶
う

こ
と
も
知
つ
て
居
D
乍
ら
、
な

ぜ
幼
年
時
代
の
敷
市
や
映
や
取
扱
い
を

な
を
ざ
c
に
し
て
居
た
の
か
、
大
い
に

反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
7
3
ら
な
い
同
則
だ

と
K
S
ま
す
。

　
『論
詔
読
み
の
嚇
田
知
ら
ず
↑
で
は

　

　
‘
1

し
か
た
が
あ
り
蔑
せ
ん
。
良
い
購
だ
と

知
つ
て
居
る
こ
と
は
速
刻
実
行
に
移
し

て
こ
そ
恨
旧
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
て

『三
っ
兄
の
魂
白
ま
で
g
と
言
う
こ
と

が
眞
に
理
解
出
來
る
な
ら
ば
、
私
共
は

明
日

と

首
は
ず
今
日

か
ら
幼
兄
敬
百
に

は
心
在
俸
き
、
子
供
は
簸
も
大
恥
な
幼

年
期
に
於
C
立
波
な
人
間
と
し
て
の
紫

質
が
出
來
上
る
搬
に
見
守
つ
て
や
ら
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と

思
い
訣
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
其
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
て
、
皆
楼

ガ
が
力
清
に
は
ぼ
つ
て
p
さ
い
ま
し
て

今
年
度
こ
そ
は
既
報
の
如
く
全
村
的
に

保
商
所
の
開
殺
準
姻
が
逸
め
ら
九
愈
々

開
設
の
日

を
待
つ
の
み
と
な
つ
て
店
た

の
で
屯
り
ま
し
た
が
、
不
宰
に
し
て
我

が
村
に
は
、
皆
様
方
が
御
承
知
の
通
り

容
雨
の
婿
囲
セ
キ
リ
が
発
生
し
、
現
在

で
は
一
人
の
退
者
も
な
い
迄
に
な
つ
て

は
札
り
凌
す
が
、
伺
梅
山
明
け
迄
は
轡

戒
を
製
し
ま

す
の
で
、
万
一
の
こ
と
を

匝
つ
て
、
保
育
所
も
開
設
を
断
念
致
レ

た
よ
う
な
攻
爾
で
あ
り
ま
す
。
其
の
点

箒
問
御
賢
察
の
上
御
酢
し
下
さ
い
ま
す

標
お
願
い
致
し

凌
す
。

　
l
部
に
は
セ
キ
リ
が
発
生
し
て
居
る

か
ら
伺
駆
の
こ
と
、
保
肖
所
を
開
般
し

て
病
駈
か
ら
手
供
を
鯉
つ
て
も
ら
い
た

い
と
言
う

御
ぱ
見
も
あ
り
凌
し
た
が
、

衛
㏄
施
設
の
全
ぐ
整
つ
て
居
な
い
部
活

公
民
館
を
応
紅
的
に
利
用
し
て
開
殴
す

る
閥
繁
保
潤
所
で
は
、
病
賊
か
ら
子
供

を
陥
実
に
陥
り
得
る
と
嘗
う
見
池
し
も

つ
か
ず
に
、
御
嬰
園
に
も
お
こ
た
ヌ
出

　
　
　
　
　
　
i

　
五
月

は
メ
ー
デ
｜
に
姶
ま
つ
て
子
供

の
日
、
母
の
日
と
相
吹
て
陶
心
を
高
め

さ
せ
る
月
で
あ
る
。

　
青
少
年
の
健
全
な
成
長
戸

数
青
に
、

家
挺
に
於
O
る
両
競
が
ど
う
結
ば
れ
る

か
、
そ
の
日
常
の
口
化
が
ど
ん
な
に
大

弓
い
か
、
想
仲
以
上
の
弔
で
あ
U
深
刻

な
問
朋
か
と
胆

う
。
母
件
悦
即
ち
血
と

肉
に
結
ば
れ
た
駆
惚
に
つ
い
て
思
肚
し

”

母
の
日
に
思
う

霞
鷲
顯
離
で
栖
賢
血
と
窪
萎
い
た
霧
　
謬
籠
鷺
い
顯
端
、

た
り
附
近
の
明
る
い
一
等
塁
と
光
度
の
族
の
肉
身
愛
に
よ
つ
て
個
々
の
人
生
と
　
星
の
ひ
と
み
、
命
の
父
工
の
山
、
た
人
間
・
騒
力
奈
和
革
命
・
巾
小
企
染
問

歪
琵
較
し
な
が
ら
袈
し
た
り
す
議
が
事
か
れ
窟
さ
れ
竃
の
・
の
し
い
小
笙
潟
・
鑑
林
の
ド
ク
題
の
喪
・
穆
い
愛
の
窪
・

れ
ぱ
い揚
恕
な
る
憲
い
茎
．
歪
で
あ
り
、
我
£
こ
う
し
た
藩
・
ル
、
g
：
s
の
国
々
、
世
界
の
旅
、
・
　
涙
塁

（g
眼
で
出
蜜
す
）
　
　
に
よ
つ
て
裟
か
ら
醤
し
云
そ
の
ピ
ン
ソ
ン
漂
藷
、
ダ
－
X
L
イ
ン
、
＋
わ
が
魂
に
あ
窪
で
・
讐
郡
・
原

　
　　
　
‘
c
，
．
，
．
．
．
．
－
．
i
　
　
　
　
　
家
庭
を
持
つ
歴
史
を
続
け
て
い
く
。
　
　
二
の
と
ぴ
ら
、
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
子
探
険
の
ト
ム
キ
ン
ス
、
気
胸
と
成
形

　　　　　　　　　　い
て

灘
礫
鍵
議
芸
鯵
発
録
噸
翻
顯
竃
露
籠
鶴
か
蜘

來
な
か
つ
た
次
卵
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
な
る
。
那
准
排
し
た
本
能
的
k
情
に
よ
そ
、
品
人
の
ル
い
た
遭
、
サ
ル
土
子
の
む
励
物
心
ら
。

　
御
泣
見
の
よ
う
居
所
迄
抑
つ
て
行
く
る
自
改
況
は
、
そ
れ
が
頭
け
れ
ぱ
強
い
“
脆
、
愛
間
の
み
ち
び
ぱ
方
、
趣
味
の
　
　
工
学
．
工
迫
．
家
串

の
が塔
所
の
懇
と
す
る
S
で
は
あ
だ
け
餐
欲
か
り
極
め
て
排
鵠
と
な
日
本
議
、
ア
多
ル
ト
ム
の
木
小
尽
洗
灘
理
嚇
と
濠
麦
化
服
鎧

り
譲
す
が
＼
現
在
の
段
階
で
は
設
鮒
の
ら
ざ
る
を
1
5
な
い
。
そ
こ
に
必
然
的
に
毘
虫
操
集
手
帳
、
お
ち
さ
ん
の
日
険
、
　
幽
男
子
服
惰
、
ど
う
バ
ら
し
た
ら
良
い

岡
係
・
籔
の
響
雛
で
之
以
圭
う
仰
人
と
の
対
妾
誌
穿
輩
ど
な
ぼ
く
ら
は
口
宴
ど
う
見
る
か
、
講
か
、
樂
し
い
譲
欝
、
図
瓢
物
挺

　に
も

出
楽
な
い
よ
う

な
実
僧
で
あ
り
ま
ろ
。
そ
の
拡
大
が
民
放
的
な
対
立
、
い
の
品
、
映
㎜
、
ケ
テ
リ
ー
物
疏
、
佗
人
士
即
砒
物
の
川
熾
。

懸
眺
舗
鷲
議
⌒
輌
議
撒
鰍
難
繊
驚
〔
慧
灘
噸
辮
鍼

灘
難
難
　
酬
難
端
総
灘
〔
◎
こ
議
蝶
幽

蹴
繊馴
蹴
欝
蝿
罐
｛
搬
』
卿
綱
議
て
講
劉
鑓
已
撒
嚇
⌒
騨
賢

U
ま
し
た
。
特
r
今
年
か
ら
新
ら
し
く
目
分
の
．
小
幸
な
ら
そ
の
悲
阯
の
間
は
辛
寅
彦
金
獺
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
画
の
川
野
、
将
棋
の
拍
し
方
゜

初
め
る
是
部
獲
の
方
々
揚
力
し
辣
歳
め
、
そ
れ
の
み
か
蜜
以
走
　
箪
．
議
　
　
　
　
文
類

て
賊
い
て
・
l
t
h
懸
命
に
な
つ
て
色
々
　
お
他
人
の
恒
戚
を
呪
y
、
肚
会
に
対
し
　
哲
学
夜
品
、
人
生
阻
想
、
こ
ど
も
の
　
　
知
歌
と
蜘
何
か
・
折
れ
府
ド
町
・
小

墓
製
し
て
居
雫
さ
い
ま
レ
緬
℃
反
琴
る
・
蓋
或
る
篇
が
近
隣
蘭
の
附
け
方
、
魏
世
術
、
藁
入
林
藷
二
藁
扁
の
中
の
子
た
ち
・

原
郡
落
左
初
め
・
口
潮
の
一
部
・
池
野
に
幼
児
の
泣
雪
ぷ
を
“
に
し
た
際
の
心
門
、
ソ
ク
ラ
テ
ズ
他
、
騒
刀
の
敗
退
、
　
谷
崎
潤
一
抽
作
品
集
・
風
露
お
ん
な
草

西
大
原
・
頗
戸
野
部
落
の
方
々
に
対
し
境
も
容
易
に
想
傑
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
　
私
の
哲
学
、
聖
蹄
入
門
、
今
日
の
愛
国
左
門
恋
日
記
・
村
上
元
三
集
・
現
代
日

駿
し
て
は
何
ん
と

お
66
ぴ
の
叩
し

上
げ
　
こ
／

に
考
ズ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
血
心
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
小
説
パ
系
1
9
、
同
4
t
　
t
h
物
咲
、
宰

よ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
と
肉
に
通
う
本
膨
的
を
情
と
愛
の
潜
任
　
　
隈
史
．
地
恥
　
　
　
　
　
　
＄
　
は
ヒ
色
、
鞍
馬
天
狗
、
拐
磐
、
演
説

こ
ん
な
こ
と
に莞
の
で
あ
つ
た
ら
で
あ
る
・
そ
れ
ら
の
鰹
拶
い
。
然
蚕
蒙
列
体
、
エ
ジ
ソ
癒
、
ワ

公需
椅
ん
ζ
島
う
が
昆
鏡
し
そ
こ
に
危
阪
憲
ず
る
の
で
す
。
母
シ
ン
ト
ン
袈
寵
、
人
房
鷺
、

肋穿
る
の
で
は
な
か
つ
た
と
鶴
塘
甚
い
わ
ゆ
る
撃
問
の
宿
藻
裂
器
前
夜
の
・
シ
ア
、
穆
携
逡

ec
下
l
t
　
y
t
で
し
よ
う
が
・
此
の
串
で
こ
だ
け
に
、
そ
の
限
界
を
越
す
と
『
心
巾
趣
組
太
子
正
偲
、
世
卯
地
蝿
の
貼
、
イ

リ
a
s
に
・
歪
度
毫
竪
窪
搭
』
と
か
冒
謬
』
の
問
望
で
に
も
ン
ド
ネ
シ
ヤ
癌
、
北
米
遊
賂
。
　
　
　
　
　
　
▼

所
が
開
筏
川
來
る
よ
う
に
何
分
の
御
協
発
鹿
す
る
か
ら
で
あ
る
e
問
題
は
政
治
　
　
肚
会
科
学

力
を
お
願
い
川
し
上
げ
主
し

て
・
保
育
に
詞
潤
す
る
が
・
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
　
こ
ど
も
の
鯉
康
の
た
め
に
、
乎
供
の

嬰
聖
し
な
か
呈
記
ぴ
の
墓
の
腎
簗
於
け
季
供
へ
の
篇
と
e
s
、
篇
繧
学
、
発
の
か
げ
に
、

に
か
苔
し
て
饗
琴
・
　
　
晋
の
あ
り
方
で
a
ろ
う
・
こ
の
母
怜
喋
の
外
交
A
8
、
慌
式
と
鵜

　
　
　
　
　
　
（
公
民
館
主
昂
）
　
　
　
愛
へ
の
凹
望
は
も
つ
と
服
い
意
燥
の
人
の
心
得
、
座
鹸
法
商
賊
法
、
慈
泌
と
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
蛭
で
あ
り
た
い
。
朗
ち
r
万
人
の
巾
鎚
、
金
触
ガ
イ
ド
、
m
方
自
治
と
出
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
る
同
一
の
糟
㎜
的
本
源
へ
の
愛
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
』
か
1
る
純
梓
な
人
間
泌
『
囎
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
出
江
』
に
よ
つ
て
こ
そ
、
子
供
或

　
　

」
　
　
〃

て
見
た
い
。
一
匹
歴
H
本
の
民
族
性
母
性

愛
の
寵
さ
は
他
国
に
鵠
る
稗
で
あ
る
。

そ
の
軍
は
浪
曲
の
一
師
で
も
開
い
た
ら

＋
分
k
解
さ
れ
よ
う
。
ス
ト
ラ
ホ
ク
は

愛
を
二
つ
の
型
に
分
け
て
い
m
p
e
　
r
l

つ
は
万
人
の
中
に
あ
る
同
一
の
精
帥
的

木
源
に
対
す
る
愛
を
知
b
ず
に
人
を
堅

旬

　
　
’

－
　
　
t

は
冑
少
年
の
健
康
な
成
巳
あ
る
完
全
な

数
育
が
な
さ
れ
る
弔
か
と
思
う
“
本
能

と
臼
我
に
生
き
る
人
聞
故
に
母
性
愛
が

完
至
さ
を
欠
き
理
想
を
失
う
郁
に
な
る

密
晒
か
嬰
す
る

の
は
親
の
子
供
の
敬
育

に
、
そ
の
子
に
宿
す
懸
を
罪
せ
ず
し
て

る一
者つ
。は

ぎ筒
前一
者の
の精一一

で彼
あの
ろ1勺
う右b
o　に

相あ
互る
の題
厘の
’弩nL噴

叢姦
にす
苦こ
悩と
く

念
願
レ

て
止
ぱ
7r

①袈

遥零
RIす　　　　o

越の
゜ 朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
、
宰
瓢
た
母
、
と
ん
び
の
舞
、
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
イ

最
後
の
日
、
附
物
硫
と
革
命
、
賂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
者
、
格
姫
、
こ
＼
ろ
、
母
、
独
渉
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
小
脱
躍
、
石
川
虚
三
集
、
同
内
山
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
、
職
6
と
茶
和
、
た
け
く
ら
ぺ
、
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胞
鰻
興
、
人
止
劇
場
、
現
礼
日
本
小
脱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
系
1
1
、
同
5
7
、
石
川
啄
木
作
品
提
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豚
マ
ン
の
唄
、
南
の
醒
、
処
女
地
、
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ナ
欝
獺
、
ノ
プ
ー
リ
ス
、
田
脅
司
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
臼

閲
、
久
の
一
生
、
炎
の
愛
雌
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
、
描
九
利
一
全
集
、
パ
ル
ザ
ツ
ク
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耶
、
続
蝦
球
物
晒
、
源
氏
物
甜
、
高
村

と
邪
懇
か
ら
離
れ
た
快
樂
で
あ
り
醤
ぴ
光
太
皿
能
填
、
ジ
コ
リ
ア
ス
シ
ー
ザ
ー

ぱ
か
り
で
な
い
剛
築
を
も
忘
れ
て
は
な
深
淵
、
啄
木
の
臼
桝
、
山
本
有
三
全
集

る
ま

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
曽
石
の
上
に
て
、
源
氏
物
晒
草
子
、

　
地
上
が
新
緑
に
っ
、
共
れ
る
引
月
、
　
初
柏
の
花
、
宵
い
眼
の
女
、
現
代
日
本

そ
の
い
の
ち
の
若
葉
が
風
E
に
：
た
れ
　
文
培
庄
解
認
、
新
篇
坊
ち
や
ん
、
背
翻

な
が
ら
も
自
然
の
賊
実
と
愛
の
み
に
明

者
、
世
界
文
培
全
集
、
世
界
戯
曲
全
娯

日

に
発
展
す
る
よ
う

に
、
世
の
偲
1
1
5
1
＝
頂
代
小
澱
代
表
週
随
、
叉
ゾ
品
本
、
虚

が
そ
の
育
む
開
少
年
に
光
あ
る
前
途
が
花
量
集
、
二
都
物
m
、
止
活
の
探
兜
、

約
果
さ
れ
る
澗
い
で

あ
り
疑
で
あ
る
ぺ
　
鉄
の
協
、
小
”
ぼ
二
郎
、
例
り
Φ
＼
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
朱
に
、
日
独
月
狛
、
独
”
名
＝
．
T
f
v
a

s　
ノ
，
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1
－
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－
e
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